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近年、 小児がん治療成績の向上により生存率は飛躍的
に向上しています。 現在、欧米では成人人口の 450人
に1人、 日本では7 00人に1人が小児がん経験者であ
ると推計されています。 St.Jude小児病院でも1962年
から2008年までで殆ど多くの方が生存例となるような
治療成績となっています。 小児がんの治療成績が向上
するその一方で、 治療後数年から十数年経て晩期合併
症が出現することが明らかになっています。 晩期合併
症とは小児がん自体の侵襲あるいは治療の合併症が治
療後長期間を経て出現することをいい、 晩期合併症に
は身体的問題・心理的問題・社会的問題など多岐にわ

たります。晩期合併症を複数抱えるケースも認めます。
麟合｛瓶阻の発生卿変としては、診断から15年経過し
た小児がん経験者 290名の晩期合併症の頻度の報告を
見ると、 内分泌合｛朋定41%(120名）と多く、 臓器合併
症26 %(74人）と4人に1人が何かしらの臓器異常を有
しているという結果でしたまた、 小児がん晩期合併
症の累積発症率は増加傾向にあり、 プラトーに達しま
せん。 治療後30 年以降も合併症が発症しています。
St.Jude小児病院からの報告では、 小児がん経験者にお
いて45歳までに健康上の問題を抱えている人は95.5%
と、 殆どの人が抱えているという結果でした。








